
LOGI-EVO
2022年
10月号

㈱サムライプレス

サプライチェーン・ロジスティクスの全体最適に向けて

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

KEYPERSON 1
国内外市場での持続的な成長を支える
東西2拠点の物流センター

関西物流センターの2021年6月稼働で出荷能力が拡大

(株)ファンケル

TOPICKS 1
「安全」・「脱炭素」・「自動化」の3つのテーマを訴求
「新燃料電池フォークリフト」や「トラック荷役対応自動運転フォークリフト」など

「国際物流総合展2022」で新技術・新製品を披露

(株)豊田自動織機 トヨタL＆Fカンパニー

REPORT 1
ニーズ高まる省力・省人化への対応
自動化志向のハード・ソフトが集結

【注目の出展製品・サービス】
国際物流総合展2022
〈2022.９.13～９.16〉



https://www.youtube.com/watch?v=d5g3Xkdcj5o


メカトロ
ニクス

5GMDR式マテハン

万能
細胞

群知能

画期的モジュール群

MDR式
ロボット

id-PAC

寿命診断
MSM

MSD

MDRテクノロジー

https://www.itohdenki.co.jp/


製販一貫体制の研究開発型メーカー
販売チャネルの多様性などに強み

――本日はありがとうございます。ま
ずは貴社の事業概要からおうかがいし
たいと思います。

永坂 当社は、主に化粧品や健康食品
などを事業領域とし、基礎・応用研究
から企画・開発、製造、販売、物流に
至るまでの製販一貫体制を特徴とする
研究開発型メーカーとして成長してき
ました。事業のスタートは化粧品の通
信販売事業で、その後、より上質な品
質を追求したブランド「アテニア」の
展開に着手し、続けて健康食品にも進
出したわけです。販売面では、通信販

売や直営店舗販売のほか、卸販売、海
外展開といった多様な販売チャネルを
持ち、製品企画・開発にお客様の声を
直接反映できる点が当社の強みだと考
えています。
事業が軌道に乗ったころ、百貨店か

らテナント出店のお誘いがありました
が、当時は百貨店に見合う商品がない
との判断からお断りし、まずはマーケ
ティングの観点から静岡市内のメイン
ストリートに直営店を出店しました。
この1号店は開店当初から好調で、直営
店展開に自信が持てたため、その後、
多いときには年間30数店の店舗を出店
したこともあります。その後、大手コ
ンビニエンスストアからも商品を置か
せてほしいとのオファーがあり、卸売

国内外市場での持続的な成長を支える
東西2拠点の物流センター
関西物流センターの2021年6月稼働で出荷能力が拡大

(株)ファンケル
上席執行役員
管理本部長／健康支援室長
永坂順二氏
※６月取材時の役職、１０月１日からは上席執行役員 (株)ファンケル美健 代表取締役社長

無添加化粧品のほか、サプリメントや発芽米などの健康食品などを展開し、製販
一貫体制に基づいた研究開発型メーカーとして市場で快走を続ける(株)ファンケ
ル。2021年6月には大阪府門真市に設立した「関西物流センター」を稼働させ、千葉
県柏市の「関東物流センター」との東西2拠点体制とし、物流面でも今後のさらなる
成長に対応する盤石の準備を整えた。
そこで今回はファンケルの物流体制強化の取組に着目し、その推進の指揮を執る
同社上席執行役員 管理本部長／健康支援室長の永坂順二氏（写真１）に登場しても
らい、これまでの物流体制強化の取組や今後の計画などについて聞いた。(編集部)

KEYPERSON 01

写真１ 永坂上席執行役員
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販売なども含め、順次販売チャネルを
拡大していきました。
海外展開は、香港の代理店に当社製
品を卸すところから始まりました。こ
の展開により当社製品の海外での知名
度が上がったおかげで、コロナ前に
は、基幹店の銀座スクエアに連日多く
の海外からのお客様にご来店いただけ
るようになり、インバウンド需要を取
り込むことにも成功しました。

――製販一貫体制を特徴とする研究開
発型メーカーとして、多様な販売チャ
ネルの開拓にも注力されてきた経緯が
よく分かりました。コロナ禍ではこの
販売チャネルの多様性が売上維持に寄
与したのではないでしょうか。

永坂 コロナ禍で対面販売ができなか
った期間は、会員登録されているお客
様にメールやSNSを活用し積極的に情
報を発信し、通信販売における送料無
料キャンペーンなどをお伝えしまし
た。その結果、通常店舗を利用されて
いるお客様の一定程度の方々に通信販
売を利用いただくことができました。
当社販売チャネルの多様性がコロナ禍
を乗り越えるうえでも実に効果的だっ
たことは間違いありません。
そのうえで再び直営店がオープンで

きるようになった際には、またお客様
に戻ってきていただいています。店舗
ではお客様のお悩みに寄り添ったカウ
ンセリング販売を重視しており、購買
を通じて培ったお客様と店舗スタッフ
との結びつきが強いからで、こうした
つながりや絆の部分も当社の強みであ
ると思います。

――徹底した顧客志向ですね。

永坂 無添加化粧品からの事業スタート
であったり、当初から直接お客様に商品
をお届けしようと考えたりしたのもその
発想の根本にお客様視点があったからで
す。今では当たり前のようになっている
フリーダイヤルもおそらく当社が初めて
導入したのではないかと思います。ま
た、生産した商品をすぐにお届けしたい
との考えから、できるだけ早くお届けで
きるような体制を整えています。

当初８か所の物流センターを柏に集約
事業拡大への対応で関西にも拠点

――商品を早く届けることも重要なサー
ビスの一つですね。そうしたサービスの
根源となる貴社の生産・物流体制につい
て教えてください。

永坂 当社の生産拠点は、グループの製
造会社である(株)ファンケル美健が所有
し、運営する形となっています。主力の
千葉工場（千葉県流山市）や横浜工場
（横浜市栄区）に続き、発芽玄米の生産
を始めるにあたっては長野工場（長野県
東御市）を設置するなど、当社事業や販
売網の拡大に合わせて要所要所に新たな
生産拠点を設けてきました。現在は、そ
の後設置された群馬工場（群馬県邑楽郡
邑楽町）や滋賀工場（滋賀県蒲生郡日野
町）、三島工場（静岡県三島市）も含め
た6工場が稼働しています。
物流センターも当初はこれら工場近辺

に設置しており、一時的に8拠点ほどの
物流センターが稼働していた時期もあり
ます。これら物流センターの機能を集約
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したのが現在の関東物流センター（千葉
県柏市）です。
ただ、当社事業はコロナ禍の影響を受
けた2020年度を除けば、総じて順調に推
移し、売上も急速に拡大しており、関東
物流センターだけでは膨らみ続ける需要
への対応が困難な状況になりつつありま
した。私も一時は物流部門から離れてい
ましたが、当社事業のさらなる成長を見
据えた物流体制を構築するため、再び物
流部門の担当に就きました。そして、グ
ループ会社のアテニアの物流センターの
再構築と、ファンケルの西日本をカバー
する物流センター（写真２）の設置準備
に着手し、去る2021年6月に稼働にこぎ
着けたことはすでに発表している通りで
す。

――柏の関東物流センターに以前あった
8か所の物流センター機能を集約された
とのことですが、そもそもなぜ８か所も
物流センターがあったのでしょうか。

永坂 通信販売の化粧品、通信販売のサ
プリメント、通信販売の発芽米というよ
うな商品カテゴリー別に加え、直営店や
流通卸用といった販売チャネル専用の物
流センターをそれぞれ設置していたから
です。当社事業の拡大スピードが非常に
速く、これに対応するために手っ取り早
く近くの3PL事業者に物流を委託すると
いう選択をせざるを得なかったため、物
流拠点がつぎはぎのように点在するよう
になっていました。
このような対応だったからこそ凄いス
ピードで事業拡大を進めることができた
とも言えるわけですが、それも落ち着い
てみると、課題が浮かび上がってきま

す。具体的には、お客様が化粧品とサ
プリメント、発芽米をまとめてご注文
された場合でも、それぞれが別々に届
くということになり、環境や資源に対
する意識の高いお客様にお叱りを受け
るというケースも少なくありませんで
した。当社としても安全在庫が膨らん
でしまうこの状態を良しとはしていま
せんでしたので、関東物流センターへ
の集約を決めました。関東物流センタ
ー設置以降は、一元管理下で先入れ先
出しを行い、適正在庫実現とともにお
客様のご注文をまとめた無駄のない配
送を実現しています。

――以前に物流センターが8か所に分
散されていた理由がよく分かりまし
た。関東物流センター設置が2008年で
すから、関西物流センターが2021年6
月に稼働するまで、物流センターにつ
いては長らく1拠点体制だったわけで
すね。

永坂 関東物流センター設計時は業績
績拡大が続いていたので2010年ごろに
は、西日本に2拠点目を設置するとい
う構想で物流拠点戦略を進めていまし
た。しかし、一時的に業績が振るわな
い時期と重なり、関東物流センターの

写真２ 関西物流センターの外観
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出荷能力で十分賄える状況になったた
め、当時は見送ることになったわけで
す。その後、業績が回復し、再び成長
拡大に転じましたが、在庫保管スペー
スが必要となった場合には外部倉庫を
借り、そこにバッファ機能をもたせる
というやり方でしばらくは運用してき
ました。
しかし、2015年に機能性表示食品制度
が施行され、健康食品販売においてエ
ビデンスデータに基づいた機能性表示
が可能となり、お客様がより買い物を
しやすい環境が整ったことから、サプ
リメントの売り上げが伸びました。ま
た、化粧品もイベントをからめた販促
活動が国内外で奏功し、特に中国をは
じめとしたアジア各国のお客様にご支
持いただいたおかげでこちらも好調に
推移し、当社事業全体の業績を押し上
げる形になっていきました。ここまで
くると、今後のさらなる事業拡大も含
めた物流対応が必要になりますので、
関西物流センターを設置・稼働に至り
ました。以降、関東物流センターで
は、ファンケルブランドの通信販売や
直営店舗向け商品のほか、流通チャネ
ルや海外向けの商品を取り扱い、関西
物流センターでは、ファンケルブラン
ドの通信販売と直営店舗向け商品に加
え、アテニアブランドの全チャネルと
全商品を取り扱っています。

WMSによる一元管理で鮮度も訴求
関東のWMSを2023年に入れ替え

――では、ここからは現在の物流セン
ターにおける業務フローや特徴につい
て伺っていきたいと思います。

永坂 当社物流センターの運営は外部に
業務委託しています。工場からの商品入
荷はプラスチックコンテナもしくは段ボ
ールケースの荷姿で行われています。外
装には全てバーコードラベルが貼付され
ており、製造ロットや製造年月日、消費
期限などの情報を入荷段階でバーコード
から読み取り、WMSで一元管理し、ト
レースできる仕組みとなっています。化
粧品もサプリメントも消費期限がある商
品ですし、鮮度が品質に大きく関わりま
すので、当社物流センターでは特に鮮度
管理に重きを置いている点が特徴である
と言えます。また、在庫・保管商品をオ
ーダーに応じて出荷する際もWMSで引
当まで全て管理しているため、商品の
99％については行先も全てトレースす
ることが可能です。

――関西物流センターで導入されている
最新鋭の自動化設備導入についてはこの
後詳しくお聞きするとして、先に関東物
流センターの設備投資について伺えます
でしょうか。

永坂 関東物流センターは、1万5,647㎡
の敷地に地上4階建の倉庫（延床面積2
万1,779㎡）が建設されています。1階は
入荷作業エリアと出荷作業エリア、２階
は事務所エリア、３階は通販集品・検品
・梱包作業エリア、店舗集品・検品・梱
包作業エリア、流通集品・検品・梱包作
業エリア、海外集品・検品・梱包作業エ
リア、プリンター室、４階は商品保管エ
リア、事務所・会議室エリアといった構
成になっています。
関東物流センターでもそれなりに自動

化設備を導入しましたが、当時は委託先
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3PL事業者に丸投げすればいいという考
えもあり、物流に対して積極的に設備投
資を行うということはありませんでし
た。実際、関東物流センターでは、通信
販売以外の物流は全てフルアウトソーシ
ングしていたというのが実態です。
通信販売の物流、すなわちEC物流に
ついては、担当者を駐在させて管理して
いました。EC物流のノウハウは非常に
貴重で、当社としてもその蓄積を図って
いく必要があると判断したからで
す。ECは個々のお客様に商品を直接お
届けする事業であり、その物流には細か
い仕組みや仕掛けが必要になります。端
的に言えば、生産から配送までのリード
タイムをいかに短縮するかがEC物流の
使命であり、自動化設備への投資もそこ
にポイントがありました。
ただ、関東物流センターの自動化設備
には、ある程度人がいないと出荷できな
いという課題があります。関東物流セン
ターにおける派遣労働者の割合は平日3
割、土日5割程度ですが、毎日計画通り
の人員確保はなかなか難しくなっていま
す。また、派遣で一定期間に人が入れ替
わるという点も人材教育の効果を限定的
にしてしまいます。ゆえに関東物流セン
ターにおいては、人手をいかに安定的に
確保していくかが今も重要な課題である
わけです。

――関東物流センターの設備更新の予定
はありますか。

永坂 関東物流センターのマテハン機器
の寿命もありますので、少し予算をつけ
て延命措置を施すことで2030年ぐらいま
でもたせたいと考えています。ま

た、2023年にはWMSの入れ替えを行
う予定で、関西物流センターと同じ
WMSを導入する計画です。

マテハン機器、WMS、WCS連携が重要
関西の稼働で出荷能力が1.4倍に

――ありがとうございます。関東物流
センターの現状と今後のご計画がよく
分かりました。関西物流センターの設
置・稼働は、こうした関東物流センタ
ーの事情を踏まえたものであり、最新
鋭の自動化設備導入も必然的だったと
いうことでしょうか。

永坂 物流センターの業務は、基本的
に人手に頼った方が速く処理でき、ミ
スも少ないのかもしれません。ただ、
その人手の確保が難しいのであれば、
自動化設備導入という結論に至らざる
を得ないということになります。
関西物流センターにはピースピッキ
ングロボットを導入していますが、能
力的には熟練作業者の10分の1程度と
いう評価です。それでも、ロボットは
休まず24時間フル稼働できることなど
にメリットを見出し、10年くらいのス
パンでペイできればと考えています。
いずれにしても、ロボットを入れるこ
とによってその工程を無人化すること
ができますので、そこに人を配置して
労働量を勘案して管理するよりも物の
流れも業務もスムーズになるでしょ
う。
そ の た め に は 、 マ テ ハ ン 機
器、WMS、WCSの連携が重要で、こ
れらハード・ソフトの連携を図り、機
能させることができれば、人手作業を
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トータルで上回る生産性が見込めると
思います。また、物流センターの運営
を3PL事業者に委託するにしても、自動
化設備の中身とこれを活用しての業務
設計ができていなければ、運用コスト
の見込み計算ができず、委託先が決め
られません。当社が、マテハン機器と
WMSの選択において、パートナー選定
（マテハン機器は(株)ダイフク、WMS
は(株)シーエスイー）を最優先事項と
したのもこのためです。実際、当社物
流センターはマルチチャネル対応が求
められるため、導入設備の選択や業務
設計などは相当大変な作業だったと思
いますが、関東物流センターも担当
し、当社事業に対する理解の深いダイ
フクさんにうまくまとめていただきま
した。労働規制強化もあって関東物流
センターの時よりも工期がかかり、コ
ストもだいぶ上がっていたのには驚か
されましたが（笑）。

――関西物流センターの機能・役割に
ついて説明していただけますか。

永坂 関西物流センターは、通信販売と
直営店向けのチャネルだけに特化して

います。流通・卸チャネルの発注は伝
票を分けることができず伝票単位で出
荷しなければならないため、流通・卸
チャネルと海外向けはそのまま関東物
流センターに残しました。関西物流セ
ンターから出荷する商品はファンケル
ブランド商品全体の3割で、静岡から西
をカバーしています。通信販売商品も同
様です。なお、アテニアブランド製品は
滋賀工場で生産している事情もあり、
全て関西物流センターで在庫していま
す。
また、関西物流センターには売れ筋
上位の200〜300アイテムの商品だけを
扱うようにしています。あまり動かない
商品は関東物流センターに在庫したま
まになっており、静岡以西のお客様か
らそうした商品を受注した場合は、関
東物流センターから出荷することにな
っています。東西でそのような商品を在
庫すると、実際の需要以上に在庫が膨
らんでしまうからで、この部分につい
ては割り切った措置を行いました。実
際の運用においても関西物流センター
は全体出荷数量の3割程度で回っていま
すので、その役割・機能としては当初
の業務設計通りだったと認識していま
す。

――関西物流センターの概要ならびに
導入された自動化設備について教えて
ください。

永坂 関西物流センターは、1万629㎡の
敷地に重量鉄骨造の地上4階の倉庫（延
床面積1万7,051㎡）が建てられていま
す。１階が入荷作業エリア、出荷作業エ
リア、事務所エリア、２階が事務所エリ

写真３ パレット自動倉庫
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ア、３階が通販集品作業エリア、通販梱
包作業エリア、４階が通販集品作業エリ
ア、店舗集品・梱包作業エリア、プリン
ター室といった構成になっています。自
動化設備については、入荷・保管・補
充エリアには、パレット自動倉庫（保
管能力2,640パレット、写真３）、ケー
ス自動倉庫（同１万7,280ケース、写真
４）、ケースデパレロボット（２台、
写真５）が、集品・検品・梱包エリア
には、通販出荷自動投入集品ライン
（写真６）やピッキングロボット（２
台、写真７）が導入されています。こ
れら設備の導入により、入荷や保管、
補充作業人員を約65％、搬送ラインの
作業人員を約40％削減することができ

ました（いずれも関東物流センター
比）。出荷能力も関東物流センターだ
けだった当時と比べて1.4倍（1日3.4万
件⇒同5.0万件）に拡大しています。
関西物流センターはパレット自動倉

庫を導入しているため、パレットで入
荷した商品はそのまま格納・保管可能
ですが、関東物流センターにはパレッ
ト自動倉庫がないため、パレットで入
荷した商品を垂直搬送機を使って各フ
ロアに移動してラックに保管していま
す。ゆえに関東物流センターでは、フ
ォークマンによる入出荷作業が必要に
なりますが、関西物流センターは、パ
レット自動倉庫とケース自動倉庫が導
入されているため、フォークマンが入

写真４ ケース自動倉庫

写真６ 通販出荷自動投入集品ライン

写真５ ケースデパレロボット

写真７ ピッキングロボット
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荷エリアに荷物を置いておけばあとは
自動的に格納・保管される仕組みとな
っています。

――出荷工程での設備・運用での工夫
についてはいかがでしょうか。

永坂 関西物流センターでは出荷工程の
設備・運用を重視し、検討・工夫しま
した。ポイントは商品へのタッチ数を
減らすということです。関東物流セン
ターで先行導入したDPS（デジタルピ
ッキングシステム）でもいいのです
が、商品をピッキングしてトレーに置
き、またバケットに入れるといような
工程が必要になり、タッチ数が増えて
しまいます。そこで関西物流センター
では、ピッキングした商品をその場で
重量検品し、直接バケットに自動投入
する仕組みとしました。これであれば
商品タッチ回数と手間が減らせます
し、次工程での検品も不要とすること
ができます。
直営店舗向け商品については、関東

物流センターではDPSを経てラインに
流れてきた商品をそのままフローラッ
クからとる仕組みで、多数のロケーシ
ョンが必要でしたが、関西物流センタ
ーではダイフク製の高速シャトルラッ
ク導入により、ピッキングすべき商品
が手前にくるため、それを取り出して
バーコードをスキャニングし、梱包し
て出荷するというシンプルな作業にな
りました。ピッキングが終わったシャ
トルラックのバケットは戻っていき、
また次の商品を運んでくる仕組みです
ので、ピッキングと検品と梱包が一つ
のステーションで行えます。作業者が

動く必要のないGTPシステムであり、
人手も大幅に減らすことができまし
た。

通信販売の配送品質も徹底的に追求
障害者雇用促進のための設備自動化

――通信販売の出荷工程についても様
々な工夫をされているようですね。

永坂 通信販売の個人のお客様向け商品
の出荷については、送り状や明細書は
出荷バッチごとに発行し、冊子やご案
内の手紙（何百種類もある）などとも
に自動丁合機でセットし、お届けする
商品とともにピッキングバケットに自
動投入します。その後は、自動ピッキ
ングラインに搬送され、梱包エリアに
送られます。梱包エリアでは、お届す
る商品に最適な梱包資材が指示される
ので、その指示通りに梱包資材を取り
出し、セットアップして緩衝材ととも
に商品を詰め、送り状を貼付して出荷
エリアに送る仕組みです。出荷エリア
には、提携先の宅配事業者のトラック
が待機しており、荷物を受け取って直
ちに出発できる体制が整っています。
宅配事業者は当社と直接契約し、当

社としても配送品質をしっかり管理さ
せてもらっています。現在提携している
宅配事業者の配送品質レベルは本当に
高いと思いますが、以前は地域格差が
あり、配送品質レベルも高くないとい
う現実がありました。そこで宅配事業
者の地方支店を直接訪問し、集まった
宅配メンバーに当社商品について説明
をしたり、求められる配送品質につい
てレクチャーしたりしました。その結
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果、お客様からのクレームが一挙にな
くなったという経験もあります。通信
販売における宅配のクレームは、宅配
事業者でなく当社に直接入ることがほ
とんどであり、当社としてもこの件に
真剣に向き合い、改善への取組を進め
ることで、かえってお客様からは当社
に対して安心感を抱き、信頼を寄せて
いただいていると感じています。

――物流拠点は当面東西2拠点体制で進
んでいかれる予定でしょうか。

永坂そうですね。当面は東西2拠点体制
で十分やっていけると思います。今後、
アジア圏への海外輸出が増えた場合は
北九州への拠点設置を検討する意味が
出てくると思いますが、いずれにして
も事業の成長具合との兼ね合いになり
ます。
現在、関東物流センターも関西物流

センターも運営を3PL事業者に委託して
いるわけですが、関西については、本
当は自社で運営したいとの思いがあり
ました。というのも、当社では特例子
会社のもとで障害者雇用を積極的に進
めており、自社運営の物流センターで
あればより多くの障害者の方々を雇用
できますし、それもセンターの中核業
務に携わっていただくことができるか
らです。関西物流センターにおいて自
動化設備導入を進めたのも実は障害者
の方々や外国籍の方々が一緒に働ける
現場を構築したかったからにほかなり
ません。生産年齢人口が減少している
状況を踏まえれば、障害者の方々や外
国籍の方々が共にやりがいをもって働
ける環境を提供していく必要がありま

す。
当社グループにおける障害者雇用比

率は現在約4.3%です（民間企業の法定
雇用率は2.3％）。徐々にではあります
が、当社としてはさらに多くの障害者
の方々や外国籍の方々に働いていただ
けるように運営を考え、2030年までに
5%にしたいと思っています。そのうえ
で、今後もし物流センターを関東に設
置するのであれば、神奈川県内に設置
し、完全に自社で運営にしたいと思っ
ています。

――関西物流センターにおける自動化
設備導入が生産性の面だけでなく、そ
のような温かみのある貴社のお考えか
らであると知り、感動いたしました。
貴社の今後ますますのご発展を心より
祈っております。本日はお忙しい中、大
変にありがとうございました。
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本　　　社 〒153ー0044 東京都目黒区大橋1ー6ー2 池尻大橋ビルディング TEL（03）5728ー7500（代表） TEL（03）5728ー7576（営業直通） FAX（03）5728ー7510
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https://www.ainix.co.jp/

We provide the best Auto-ID Solution in the one stop.
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https://www.ainix.co.jp/

We provide the best Auto-ID Solution in the one stop.

EPG社は、包括的なSCMソリューションを提供する世界有数のWMSプロバイダであり、WMS、
TMS、WCS、WFM、Pick by Voice などの物流ソリュ―ション提供しています。今、世界中1,500
社以上のユーザがマニュアル倉庫から自動化された大規模物流センターまで幅広い領域で物流プ
ロセスの最適化に成功しています。
LFSは、オンプレでも提供可能ですが、データセンタに保存しクラウド化してお届けすることを
推奨しています。多くの時間とコストを掛けて独自に開発するのは時代遅れです。私たちと共に 
物流DXを実現しましょう。

クラウド型倉庫管理システムLFS
先進の物流ソリューション

■ カスタマイズなしに様々な業界に対応
不定貫、マルチオーダピッキング、ABC分析などの豊富な機能に
より、機械、電気、食品、アパレル、通販、3PLなど、様々な業界
に対応できます。個別仕様のカスタマイズにも対応します。

■ 高度な作業者支援と複数拠点管理 
ピッキング経路の最小化、コンテナサイズの指示、タスクの割
り込みや優先処理などの作業者支援システムが充実しています。 
また、追加費用なしに複数拠点での使用が可能です。

■ クラウド化による投資額、維持費用の削減
お客様のシステムをデータセンタで管理しますので、サーバ投資
などの初期コストを削減できます。また、SEを常駐させる必要が
なく、バージョンアップなどの維持管理コストを削減できます。

■ 容易なデータ移行による早期立ち上げ
Linux、Windows、IBM i5のOSと、Oracle、MS SQL、DB2のデー
タベースを選択できますので、既存システムからのデータ移行が
容易です。したがって、短期立上げが可能です。

■ SAP、Auto Store 連携
SAPシステムインターフェイスは、個々のIDocで使用されるデー
タ内容を定義することにより簡単に使用できます。また、Auto 
Storeをダイレクトに制御できます。

■ 日本語、英語、中国語などの多言語対応
日本語、英語、ドイツ語、フランス語、中国語などの16言語に対応、
簡単な設定で表示を変更できます。したがって、同じシステムを
グローバルに使用できます。

https://www.ainix.co.jp/products/autoid_system/logistics_production/LFS/


物流センター・倉庫など高密度環境に最適

本社 〒130-0026 東京都墨田区両国 3-25-5 JEI 両国ビル TEL：03-5600-5111（代）
株式会社フルノシステムズ www.furunosystems.co.jp

フルノシステムズ

く わ し く は

中規模倉庫・工場に最適

物流・工場現場のＤＸ化を支える

無線ＬＡＮアクセスポイント

https://www.furunosystems.co.jp/


(株)豊田自動織機 トヨタL＆Fカンパ
ニーは、9月13日〜16日に東京ビッグサ
イトで開催された「国際物流総合展
2022」に出展し、「現場の数だけ、最
適解はある。その物流に、ジャストソ
リューション。」のコンセプトのも
と、近年物流現場の課題となっている
「安全」・「脱炭素」・「自動化」の3
つをテーマに沿った新技術・新製品を
訴求した。
会期中に行われたプレゼンテーショ
ンでは、同社経営役員R＆Dセンターセ
ンター長の一条恒氏が登壇し、これら
３つのテーマの内容とそれぞれのテー
マに関する同社の取組について説明。
安全面については「事故０（ゼ
ロ）」、環境・脱炭素対策では「炭素
０」、自動化では「オペレーター０」
の実現を目指していると話した（写真

１）。
安全面については、物流現場でフォー
クリフトを起因とする死傷事故が年間
2,000件ほど発生し、ここ数年横ばいが
続いていると指摘。同社では、顧客現
場において事故発生を防止する技術・
製品の開発を進めていると説明した。
環境・脱炭素については、環境意識の
高まりを背景にカーボンニュートラル
への取組を進める事業者が増える中、
脱炭素に対応するフォークリフトとし
て電動車ニーズが拡大していると指
摘。すでに2021年現在で実にフォーク
リフトの63％が電動車に切り替わって
いる現実があるとし、同社では顧客現
場・使用シーンに適した多様な電動車
の開発を進め、顧客に幅広い選択肢を
提供できる体制を整えたと説明した。
具体的には、エンジン車と同等の性能

TOPICKS 01
「安全」・「脱炭素」・「自動化」の3つのテーマを訴求
「新燃料電池フォークリフト」や
「トラック荷役対応自動運転フォークリフト」など

「国際物流総合展2022」で新技術・新製品を披露

【トピックス①】
(株)豊田自動織機
トヨタL＆Fカンパニー

写真１
現場課題の最適解となり得る端ソリューションを紹介
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を持つ電動フォークリフトのほか、水
素社会実現を目指した第2世代の「新型
燃料電池フォークリフト」に加え、カ
ーボンニュートラルを実現するエンジ
ンとして、バイオ燃料ディーゼルエン
ジンと水素エンジンを搭載したフォー
クリフトの開発に着手したとし、今回
の国際物流総合展では、第2世代の「新
型燃料電池フォークリフト」（写真
２）を紹介すると発表した。
自動化に向けた取組としては、労働

生産性人口減少に加え、労働規制緩和
によりトラックドライバーや物流倉庫
内作業者の不足が深刻化する2024年問
題が物流業界に発生すると指摘。この
問題に対応するため、搬送・荷役の省
力・省人化や自動化ニーズが拡大する
中、同社では、AIを搭載した「トラッ
ク荷役対応自動運転フォークリフト
（FCフォークリフト）」（写真３、開
発中）を開発したとし、これも展示会
で披露すると話した。
ここからは同社が今回出展した新技
術・新製品についてテーマ別に見てい
く。まず安全のテーマでは、後方作業

写真２ 新型燃料電池フォークリフト

者検知運転支援システム「SEnS＋」搭
載フォークリフトとクラウド型遠隔管
理システム「ドラレコConnect」が紹介
された。後方作業者検知運転支援シス
テム「SEnS＋」搭載フォークリフト
は、フォークリフト専用設計のカメラ
が検知エリア内の障害物の中から人を
見分け、通知ブザーと通知ランプでオ
ペレーターに人との接近を警告するシ
ステムを搭載したフォークリフト。人

写真３ トラック荷役対応自動運転フォークリフト
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が接近した際には、人との接触・衝突
を回避するため、システムが車両と連
動し、走行速度や発進を制御する仕組
みとなっている。クラウド型遠隔管理
システム「ドラレコConnect」は、ドラ
イブレコーダーとloT技術の組み合わせ
によりフォークリフトオペレーション
の安全管理をデジタル化するもの。ド
ライブレコーダーで録画した映像のほ
か、衝撃センサーや稼動実績などのデ
ータをクラウドに保管し、自動集計や
通知をすることで、日々の安全管理を
サポートする。
脱炭素のテーマでは、「第2世代燃料
電池フォークリフト」とリチウムイオ
ンバッテリー「ENELORE」が紹介さ
れた。「第2世代燃料電池フォークリフ
ト」は、稼働時にCO2を一切排出しな
い優れた環境性能と、わずか3分で水素
燃料充填が完了する高い利便性を備え
た「次世代のエコ・フォークリフ
ト」。現行車に比べて燃料電池システ
ムコストを大幅に低減し、車両価格を
30%低減するとともに、耐久性を2倍に
向上させたものとなっている。リチウ
ムイオンバッテリー「ENELORE」
は、ランニングコストに加え、メンテ
ナンスコストも大幅カットしたもの
で、現在使用しているトヨタ電動カウ
ンター車に搭載することができる。
自動化のテーマでは、「トラック荷
役対応自動運転フォークリフト」やレ
ーザーリフレクタ式「Rinova AGF」、
パレタイズ・デパレタイズロボットが
紹介された。「トラック荷役対応自動
運転フォークリフト」は、AI搭載によ
り、トラックや積荷の位置・姿勢を自
動認識し、自律的に走行経路を生成し

て荷役作業を行う世界初の技術を導入
したフォークリフト。従来の定位置荷
役に加え、トラックの停車位置や積荷
の姿勢が一定でない状況下でも荷役作
業の自動化を実現する。レーザーリフ
レクタ式「Rinova AGF」は、リーチタ
イプフォークリフトをベースとした搭
乗兼用タイプの自動運転フォークリフ
ト。現場状況に応じて無人・有人運転
の切り替えが可能で、作業に合わせた
効率的な荷役・搬送作業を実現する。
運転制御方式はレーザーリフレクタ方
式のため、作業エリアに設置された反
射板（リフレクタ）の位置をレーザー
スキャナで検出することにより、機台
が高精度に自己位置を検知する。床面
工事が不要のため、賃貸倉庫など床面
工事ができない現場でも導入が可能
だ。パレタイズ・デパレタイズロボッ
トは、倉庫内の「取る・置く」を自動
化する物流作業向けロボットで、様々
な荷姿・重量に応じて最適なハンドリ
ングを実現するものとなっている。
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----------------------------------------
ニーズ高まる省力・省人化への対応
自動化志向のハード・ソフトが集結

【注目の出展製品・サービス】
国際物流総合展2022
〈2022.９.13～９.16〉
----------------------------------------

内外の最新物流機器・システム・情報等のソフトとハードが一堂に結集した「国
際物流総合展2022」（2022年9月13日（火）〜同16日（金））の出展製品・サービ
スの中から本誌が独断で注目した製品・サービスの内容を紹介する。(編集部)

〈(株)IHI／(株)IHI物流産業システム〉
増設設計にも柔軟な対応が可能な
3次元ピッキングシステム「Skypod」

(株)IHIと(株)IHI物流産業システムは、3次元ピッキング
システム「Skypod」を出品した。Skypodは、ピッカーが対
象アイテムを取りに行く従来方式とは異なり、倉庫内を「前
後、左右、上下」に自動走行するSkypodロボットが、ラッ
クを上下に移動し、対象アイテムをピックアップしてピッカ
ーのもとに運んでくる「Goods to Person」のピッキングシ
ステム。Skypodロボット、ラック、ピッキングステーション、
ビン（専用バケット）、安全柵、ブースター（球速充電器）、コンベヤ（オプショ
ン）、「Astar」（在庫管理システム）で構成されている。Skypodロボットの台数やシステム規
模は、倉庫サイズに応じて柔軟に変更が可能。出庫能力は、１ピッキングステーション当たり最
大毎時400行数（オーダー）。

〈伊東電機(株)〉
「ポストイン配送」で注目度高まる
MDR式メールソーティングシステム

伊東電機(株)は、小型・薄物などの梱包に対応する
MDR式メールソーティングシステム「メールソーター」
を出品した。従来のメールソーティングシステムは重厚
長大な設計・構造のものが多く、設置スペースや工期、
予算などの問題で簡単に導入できないとされるが、MDR
式メールソーターは小規模から導入可能。増設・移設・レイアウト変更にもフレキシブルに対応
可能な自由度の高いシステムで、多段式のソーター構築も可能なため、初期能力を高めることも
できる。物価高が深刻化する中、様々な事業者が物流コスト最適化への取組を進めている。特に
ECのようなBtoC配送では、再配達・対面受け取り無しで配達ができる「ポストイン配送」が注
目されており、ポストイン配送用の梱包サイズ（長辺35cm×短辺25cm×厚さ3cm以下）に対応
し、高速仕分けを実現するメールソーターの需要が今後高まるものと見られる。

３次元ピッキングシステム「Skypod」

MDR式メールソーティングシステム「メールソーター」
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〈オカムラ(株)〉
工程間搬送や整列配置の自動化実現
小回りがきく自律移動ロボット「ORV」

(株)オカムラは、物流倉庫内での工程間搬送や整列配置の自動化
を実現する自律移動ロボット「ORV（Okamura Robot Vehicle）」
を出品した。ORVは、センサーで周囲の環境を把握し、周辺地図
の作成と自己位置推定を行うSLAM（Simultaneous Localization
and Mapping）技術を活用し、AIを搭載した自律移動ロボット。カ
ゴ車を自動認識して取りに行き、カゴ車の片側をつかみ上げて目的
地まで障害物を避けながら搬送する。カゴ車と一体での旋回動作な
ど小回りが利き、バック走行が可能なため、狭い空間でも隙間なく
カゴ車を整列配置させることができる。

自律移動ロボット「ORV」

縦型循環クロスベルト方式仕分けシステム
「FINSORTER」

〈第一工業(株)〉
省スペース対応の最新仕分けシステム
駆動モータ１台の省エネ設計も可能

第一工業(株)は、縦型循環クロスベルト方式仕分けシステ
ム「FINSORTER」を出品した。FINSORTERは、ソータ本
体幅１ｍの設計のため、限られた設置スペースでも能力を発
揮する。コンベヤ循環は「観覧車方式」で上下２段・両側へ
の荷物仕分けが行える。仕分けは、コンベヤ端までヒレが付
いたベルトが荷物を寄り切る形で行うため、確実な排出が可
能。重力落下に頼らない仕分構造のため、荷物への衝撃が少なく、品質に配慮した仕分けが行え
る。本体駆動に使用するモータ台数も最小１台（消費電力量0.75kw）で設計可能なため、電気
代の大幅カットも実現。対象アイテムはピース品やケース品のほか、書籍、封書、雑貨、パッケ
ージ食品、化粧品などで、重量は0.1〜５㎏となっている。処理個数は最大3,600個／時間。

〈(株)Gaussy〉
ピッキングのフルプロセスを自動化
CTP実現の「HAIPICKシステム」
(株)Gaussyは、倉庫ロボットの設計・導入から運用・保守までオー

ルインワンで提供する月額制サービス「Roboware」やシェアリング倉
庫サービス「WareX」を紹介するとともに、ケース搬送型ロボット
「HAIPICK」などを展示し、披露した。HAI PICKシステムは、自律ケ
ースハンドリングロボットシステムの一つで、倉庫内でのピッキング作
業において「人が貨物を探す」という従来モデルを「Case to Person」
という高効率モデルに転換するもの。ピッキングに関連するフルプロセ
ス（ピッキング、搬送、ソーティング）の自動化を実現し、コストの削
減と効率性の向上を実現する。 「HAIPICKシステム」
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〈三菱ロジスネクスト(株)〉
環境対応や無人化などの選択肢を提案
最新鋭の多彩なフォークリフトなど紹介

三菱ロジスネクスト(株)は、レーザー誘導式無人フォー
クリフト「PLATTER AUTO」をはじめ、エンジン式フォー
クリフト「ERS IS」やバッテリー式フォークリフト
「ALESIS」、リチウムイオン電池フォークリフト（参考
出展）、燃料電池フォークリフト「FCF」(参考出展）など
を出品した。PLATTER AUTOは、有人フォークリフトと同
じシステムレイアウトが可能な機動力に加え、有人フォークリフトと同レベルの搬送能力を実現
したもの。地上高200mmの物体を検知する障害物センサーを車体4か所に配置し、車体全周囲の
障害物を検出することで、障害物への接触・衝突を回避し、減速・停止する仕組みとなってい
る。走行速度は最大9km/h（負荷時・前進時リフト）で、リフト速度は最大390mm/sec。直角
積付通路幅は2.7m幅（荷姿W1,100×Ｌ1,100mm時）に対応するものとなっている。

〈村田機械(株)〉
保管からピッキングまでの作業を完結
在庫効率高い3Dロボット倉庫システム

村田機械(株)は、3Dロボット倉庫システム「ALPHABOT」
を出品した。ALPHABOTは、同社が2019年に戦略的パートナ
ーシップを締結した米・物流ロボットメーカー、A l e r t
Innovation社から技術導入したもので、保管からピッキングま
での作業工程をロボット台車で完結させたシンプルな仕組みの自
動倉庫システム。従来の自動倉庫とは異なり、走行・昇降機能を有するロボット台車（BOT）
が、保管ラックの外も走行してピッキングポイントに商品を自動で供給する。このため、膨大な
在庫商品からオーダー単位で商品を揃える作業者は広大なスペースを歩行する必要がなくなり、
定点での効率的なピッキングを実現する。商品を立体保管ラックに収納するため、AGV型ロボ
ットより少ない床面積で大量の在庫商品に対応することができる。

〈ベーヴェシステックジャパン(株)〉
多用途対応可能な自動仕分けシステム
国内で注目されるプッシュ・トレイ式

ベーヴェシステック ジャパン(株)は、自動仕分け（ソータ
ー）システム「オプティソーター」を紹介した。オプティソ
ーターには、薄・軽量物から、中量物、重量物までひとつの
ソーターで仕分けができる「プッシュ・トレイ式」と、小物
専用高処理能力タイプの「スプリット・トレイ（ボンベイ）
式」の2タイプがある。特に海外で普及しており、国内でも注目を集めているのが前者のプッシ
ュ・トレイ式。トレイの中に収められた搬送物を独自の押出機構により仕分け箇所でやさしく確
実に品物を強制排出する仕組みで、袋物、バラ品、ケース品のいずれにも対応可能。卵やガラス
びん入り商品などデリケートな品物が混載する仕分けにも安心して使用できる。

プッシュ・トレイ式「オプティソーター」

レーザー誘導式無人フォークリフト
「PLATTER AUTO」

3Dロボット倉庫システム「ALPHABOT」
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